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三菱レイヨン株式会社

タイでBMAモノマー生産開始

三菱レイヨン株式会社（本社：東京都港区、社長：皇芳之）のグループ会社であるタイMMA社（本社：タイ国バンコック、社長：池上隆司）では、新たにBMA（ブチルメタクリレート）モノマーの生産を2005年１月より開始しました。生産能力は、１万トン／年です。

BMAモノマーは、アクリル系塗料用樹脂の原料として使用されています。アセアン地域におけるBMAモノマーの市場は、自動車、オートバイ、家電、建築向け塗料などに需要が急速に拡大しています。三菱レイヨングループは、現在BMAモノマーを日本および中国で生産しています。今回、自動車向けを中心に需要の拡大が見込まれるタイでも生産を開始しました。

またタイMMA社では、2004年末の定修に合わせてボトルネックを解消したことにより、MMAモノマーの生産能力を２万トン／年増加させました。これにより、タイMMA社のMMAモノマーの生産能力は計９万トンになります。

【タイMMA社の概要】

名　　称　：　Thai　MMA　Co., Ltd.

所 在 地　：　本社：バンコク　　工場：ラヨン県マプタプット

代 表 者　：　池上　隆司（President）

資 本 金　：　1,300百万ﾀｲﾊﾞｰﾂ

資本構成　：　三菱レイヨン45％、ｾﾒﾝﾀｲｹﾐｶﾙ　45％、三菱商事  5％、

ﾊﾞﾝｺｸｼﾝｾﾃｨｸｽ　5％

事業内容　：　MMAおよびBMAモノマーの製造、販売

生産能力　：　MMA　９万トン／年（ボトルネック解消前７万トン／年）

　　　　　　　BMA　１万トン／年（新設）

＊＊＊本件に関するお問い合わせ先＊＊＊

三菱レイヨン株式会社　広報・ＩＲ室　  　　ＴＥＬ　０３－５４９５－３１００
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